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２．一般化・実用化に向けた情報化施工技術

工事目的物の品質確保、施工の省力化によるコスト縮減等の効果の期待が高く、すでに技術的に確立し
た二つの情報化施工技術について、平成２４年度までの具体的な戦略を立案し、平成２５年度一般化に向
けて推進を図る。

また、実用化に向けて検討している技術については、実用化への対応、検討を進める。

【平成２５年度一般化の推進を図る技術】 【実用化に向けて検討している技術】

（施工において活用される技術）

・マシンコントロール（モータグレーダ）技術

（施工管理において活用される技術）

・TSによる出来形管理技術

（施工管理において活用される技術）

・TS/GNSSによる締固め管理技術

（施工において活用される技術）

・マシンコントロール/マシンガイダンス（ブルドーザ）技術

・ マシンガイダンス（バックホウ）技術

※一般化とは、ある情報化施工技術が、工種の大部分の工事において利用され、工事費等の積算基準も情報化施工の利用を前提とした
ものに改訂された状態。または、情報化施工技術が使用原則化された状態。

※実用化とは、ある情報化施工技術を従来の施工法・施工管理方法と同様に一般的な技術として取り扱い、施工者の任意により利用でき
る状態。なお、工事費等の積算は、従来の方法に基づいた標準積算基準を用いる。

MCグレーダは施工者自

らが採用し、導入現場数が
増加している
自社保有化も進みつつあ
る
MCグレーダを優先して

普及促進

バックホウブルドーザモータグレーダ機 種

○施工において活用する技術
【マシンコントロール(MC）/マシンガイダンス(MG)技術】

情報化施工技術は、情報通信技術（ＩＣＴ）を工事の施工等に活用し、従来の施工技術と
比べ、高い生産性と施工品質を実現する施工システムであり、公共事業において積極的に
一般化・実用化

※
を推進します。

１．一般化の目標

○ トータルステーション（ＴＳ）による出来形管理技術については、平成２５年度より全ての土工工事

（河川・道路）において一般化。

○ マシンコントロール（モータグレーダ）技術については、平成２５年度より舗装工事（Ａランク工事は

全て、Bランク工事については5,000m2以上の路盤工を含む工事）において一般化。

出来形管理は情報化施
工の基幹技術
TS出来形管理は「監督検

査要領」を策定済
TS出来形管理を優先し

て普及促進

TS/GNSSによる締固め管理TSによる出来形管理技 術

○施工管理において活用する技術
【TSによる出来形管理技術】／【TS/GNSSによる締固め管理技術】

（赤字は一般化を図る技術）
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４．情報化施工技術活用のインセンティブの付与について

情報化施工技術
(発注者指定型)

情報化施工技術
(施工者希望型)

・発注者指定型工事においては、情報化
施工技術の活用を技術提案の指定テー
マとして積極的に設定する。

・平成２５年度に一般化する情報化施工
技術が活用される工事については、情報
化施工技術の活用を評価する。

このため、発注者指定型工事を除く情報
化施工技術の活用が想定される全ての工
事において、情報化施工技術の活用を評
価項目として必ず設定する。

・平成２５年度に一般化する情報化施工
技術以外の技術が活用される工事につい
ては、現状において技術そのものの普及
率が極端に低いことや、機器・システムの
調達などの導入環境が整っていないこと
から、標準的な施工と比較して割高となる
オーバースペックの恐れがあるため、情報
化施工技術の活用を評価項目として設定
しない。

ただし、技術の普及状況、機器・システ
ム調達などの導入環境が整い、評価項目
として設定することに問題がなくなった場
合は、本省より別途連絡する。

【主任技術評価官により考査項目・創意工夫において評
価】

ケース１：情報化施工技術が新技術（NETIS）に登録されて
いる場合(最大６点) 

・創意工夫における｢新技術活用｣による加点(最大4点)
評価は新技術と同じ

・創意工夫における｢施工｣による加点(2点)
評価は下記に該当した場合に加点
○ ICT（情報通信技術）を活用した情報化施工を取り

入れた工事。（2点）

ケース２：情報化施工技術が新技術（NETIS）に登録されて
いない場合(最大２点)  

・創意工夫における｢施工｣による加点(2点)
評価は登録されている場合と同じ

【参考】情報化施工技術の活用で加点された点数の評定点
における点数

・6点加点された場合：6点×0.4＝2.4点
・4点加点された場合：4点×0.4＝1.6点
・2点加点された場合：2点×0.4＝0.8点

技 術 総合評価落札方式における評価 請負工事成績評定における評価

詳細設計（コンサルタント）成果（発注者より貸与） 情報化施工の実施

情報化施工
実施工事

データ形式 2次元ＣＡＤ図面
発注者で情報化施工用データ（３次元発注者で情報化施工用データ（３次元
データ）に変換し施工業者に貸与データ）に変換し施工業者に貸与

ＴＳ出来形管理 マシンコントロール
マシンガイダンス

５．情報化施工用設計データの流通環境整備

①技術を導入するための初期投資及び施工するために必要な初期設定費用の計上

→普及段階におけるレンタル費用及び初期設定費用の計上や発注者対応の実施。

②入札契約時及び工事成績評定での措置

→情報化施工技術活用に対する総合評価落札方式における加点措置、及び請負工事成績評定に

おける加点措置の実施。

③技術を円滑に導入するための環境整備

→初期設定の効率化、施工管理する上での管理基準や要領の策定、及び税制・融資制度の要求と

活用の周知 。

３．一般化・実用化の推進にあたっての具体的な措置
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情報化施工により、材料管理、締固め管理、厚さ管理を一連の作業として管理する
事で請負者の連続施工を確保し、発注者としての定量的な評価を行い、安定した品質
を確保する事が可能になりました。

【【殿ダムでの情報化施工実施状況殿ダムでの情報化施工実施状況】】 中国地方整備局

国土交通省 中国地方整備局
企画部 施工企画課 機械施工管理官 川端

課 長 補 佐 浅川
〒７３０－８５３０

広島市中区上八丁堀６－３０
電話０８２－２２１－９２３１（代表）

中国地方整備局ＨＰ ：http://www.cgr.mlit.go.jp/

【情報化施工担当窓口】

2010.10.22

（左岸天端よりダムサイトを望む）

殿ダム本体盛立て施工状況
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締固め作業を行う振動ローラ

締固め回数管理システム

車載モニター

・締め固め回数をリアルタ
イムで表示
・必要回数を締固めると
赤色に塗られ、規定の締
固め回数を満足

・締め固め回数をリアルタ
イムで表示
・必要回数を締固めると
赤色に塗られ、規定の締
固め回数を満足

GPS

車載モニター
まき出し作業を行うブルドーザー

まき出し厚管理システム ・設計まき出し高さと
ブレード高さの差を
リアルタイムで表示

・設計まき出し高さと
ブレード高さの差を
リアルタイムで表示
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情報化施工普及によるメリット

【国民のメリット】

☆確実で安心できる品質を提供

☆工事期間をより短縮

☆ＣＯ２の発生量抑制

【工事発注者のメリット】

☆求める出来形・品質を確実に把握

☆施工精度向上による設計のスリム化

☆効率的・効果的な管理を支援

☆迅速かつ柔軟な技術者判断の支援

【施工企業等のメリット】

☆現場作業の効率化
（工期短縮・省人化）

☆熟練者不足に対応

☆工事現場の安全性向上

☆建設現場のイメージ向上

☆技術競争力の強化

☆高付加価値の商品市場拡大

情報化施工とは、建設事業における「施工」において、近年急速な技術革新
が進んでいる情報通信技術「ＩＣＴ※」を適用し、多様な情報の効率的な活用に
よって施工の合理化を図るものです。

また、「施工」で得られた電子情報を「維持管理」等に活用する事により、一
連の建設システムの生産性向上や品質の確保を図るものです。

※ICT：Information and Communication Technology（情報通信技術）

情報化施工とは

従来施工と情報化施工の比較(建設機械の自動制御）

従来の機械施工

情報化施工

情報化施工の実現イメージ

調 査

施 工

設計 維持管理ＩＣＴを活用した
情報共有・連携

設計の効率化 効率的・効果的な
維持管理の実現

設計データ

測量データ

機械稼働データ

品質管理データ

出来型・出来高データ
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